
日程は2022年春参考（全日制）

●各高校で合格者の受検番号を
　掲示
※2022年春はホームページにも
　合格者の受検番号を掲載

※2022年春は
　持参提出→
　郵送提出に
※2022年春に
　20校がネッ
　ト出願を実
　施

※2022年春は持参提出→
　郵送提出に
　2022年春に20校が
　ネット出願を実施

日程は2022年春参考（全日制）

※2022年春は原則
　1日で実施
※2022年春は集団
　討論を中止

〔2022年春〕

１～２日で行う各検査と調査書により選考される

（集団討論・）
個人面接の得点
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　を実施する高校もあり
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で

2016年春変更点 選抜資料の比率
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４種類の比率から
各高校が選択

2016年から
すべての高校が学
力最重視の比率に
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次ページ

を

用

※二次・分割後期は
すべて６：４で実施

※2022年春は集団討論を中止

（集団討論・）個人面接…思考力・判断力・表現力・コミュニケーション能力など

普通科➡定員の20%まで　農・商・工・産業科➡定員の40％まで　その他➡定員の30％まで
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2022年春実施校：上野(バレー)・江戸川(野球/ソフトボール/バスケット/バレー/ハンドボール)・清瀬
(野球/ソフトテニス/バスケット)・狛江(野球/サッカー)・城東(野球/サッカー/なぎなた/バスケット/バレ
ー/陸上)・多摩科学技術(理科研究)・文京(野球/バスケット/バレー/陸上)・目黒(野球/バスケット)など。

　志願者は，特別推薦の実施校が指定した種目（剣
道・野球・サッカー・バスケット・バレー・陸上・
吹奏楽など）の中から選んで出願します。あわせて
同じ学校の一般推薦にも出願できます。出願にあた
っては一般推薦同様の書類に加え，学校長の推薦書

や活動の実績などを証明する書類が必要です。その
うえで，調査書や集団討論（2022年春は中止）・個人
面接の結果，高校が選んで実施する作文・小論文・
実技を資料として総合的に選考されます。

入試当日の得点（学力検査の得点）700点満点と中学校での学習評価（調査書点）300点満点をあわせた
1000点満点で選抜されます。調査書点を算出する際は音楽・美術・保健体育・技術家庭が２倍され，学
力検査には５教科ともマークシート方式が導入されています。2023年春からは20点満点の英語スピーキ
ングテストが導入され，合計1020点満点で選抜が行われる予定です。

合計点の高
い順に合格
者が決まる

英語スピーキングテストの得点
英語スピーキングテスト　➡　20点満点
2023年春入試より，英語4技能のうち「話す」能力を評価す
る英語スピーキングテスト（ESAT-J）を導入。「学力検査＋
調査書＝1000点満点」に加算した1020点満点による選抜に
変更。
○実施予定（2023年春入試）
WEB申込：2022年7月上旬～9月上旬
ESAT-J受験：2022年11/27（日）　予備日12/18（日）
結果受取：2023年1月中旬
○問題構成
「英文を読み上げる」2題
「質問を聞いて応答する / 意図を伝える」4題
「ストーリーを英語で話す」1題
「自分の意見を述べる」1題
○評価方法
A～Fの6段階評価を下記のように点数化
A＝20点　B＝16点　C＝12点
D＝8点　E＝4点　F＝0点

学力検査・調査書の得点

学力検査　5教科 500点満点➡700点満点に換算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※二次・分割後期は３教科300点満点

調査書　　65点満点➡300点満点に換算

40

2 40

65

）

）

6

6 9 9 4

11.5

7.7

5.1

3.3

教科    （

教科    （

重み
「学力検査：調査書＝７：３」の選抜では，内申低めでも得点力でばん回できる！

「７：３」の選抜で合格ライン640点の場合

換算内申（65点満点の場合）の「１点」に対し，学力検査得点（500点満点）は下のように対応します。

換算内申の「１点」を埋めるために必要な学力検査の得点は，「学力検査：調査書」が「４：６」の場合は
11.5点ですが，2016年より全校で採用となった「７：３」の場合は3.3となり，ばん回しやすくなります。

〈例〉 傾斜配点，その他の検査を行わない高校の場合

7

7

2 7 7
※2023 年春からは 20 点満
点の「英語スピーキングテ
スト」が加わるほか，「面
接」「作文または小論文」「実
技検査」を実施する高校で
は検査の得点を加算して選
抜されます。
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（社会） （理科）

・ ・

7

※コロナ対策として休憩時間を20分→30分に変更

10：20～11：10 11：40～12：30 13：30～14：20 14：50～15：40

2

　生徒の能力や適性，学習の到達度をより正確に評
価することを目的に，右の10校において国・数・英
の問題を自校で作成しています。2014年～2017年は
各校個別の問題ではなく，各グループ内で作成した
問題を出題。2018年からは2013年までと同様の自校
作成問題に戻り，各校個別の出題となっています。
・進学指導重点校（2022年春）
　英語は大問１が都立共通のリスニングで，重点校
７校ともに大問２は「対話文」，大問３は「物語文（日
比谷・国立・立川）」「説明文（戸山・青山・西）」「エッセイ（八
王子東）」を出題。さらに大問４として，日比谷は「英
作文」，西では「説明文」を追加する構成でした。
　７校の多くで40～50語程度の記述問題を含んでい
ます。都立共通問題の長文は総語数1900語程度でし
たが，重点校グループでは2100～3200語程度の長文
が出題されています。
　数学は７校とも大問４題構成でした。大問１が「小
問集」，大問２が「２次関数」で，大問３は「円（日比谷・

戸山・青山・西・立川）」「平面図形（八王子東・国立）」
を出題。大問４は「空間図形（日比谷・国立・戸山・
青山・八王子東・立川）」「文章題（西）」としています。
　国語は漢字の読み書きと大問３題の構成。立川を
除く６校で作文を含んでおり，八王子東は240字，
日比谷は250字で，ほか４校は200字となっています。
・進学重視型単位制高校（2022年春）
　英語・数学は３校とも大問４題構成。新宿・国分
寺の英語では40語程度の英作文が出題されています。
　国語は漢字８問と大問３題の構成。３校とも200
字の作文が含まれています。
　10校とも英語リスニングと理科・社会は都立共通の
問題を使用。国際は３教科入試のうち英語のみ自校作
成（100点満点・50分）で出題しました。

　都立高校（コース・単位制・専門学科は除く）で
は男女別の定員に基づいて合格者を決めています。
ただし，各高校の判断で「男女枠緩和」措置の設定
が可能で，2021年春入試では男女別定員を設定した
110校のうち42校が募集人員の90％を男女別の順位で
合格者を決め，残り10％を男女合同の順位で合格者
が決めていました。

　2022年春入試では，将来的な「男女合同定員」へ
の移行を見据え，第一段階として10％の「男女枠緩
和」措置を男女別定員校の全校実施に拡大。第二段
階では「男女緩和」措置を「10％→20％」に拡大，
第三段階では「男女別定員→男女合同定員」とする
計画ですが，導入年度については2022年春入試の結
果分析を踏まえて検討する方針です。

（外国語）

自校作成問題 進学指導重点校７校・進学重視型単位制高校３校で実施 　推薦入試は多くの高校が２日間で行います（新型コロナ対応により2022年春は原則１日で実施）。選抜資料
は「調査書」「集団討論・個人面接」に加え，「小論文または作文」「実技検査」「その他学校が設定する検査」
のうち１つ以上となっています。検査の日程や順番は各校で異なります。

※2022年春は新型コロナ対応により「集団討論」を実施しませんでした。

2022年春は中止。

人工知能の活用とルールについて討論する。

インターネットやSNSを利用する際の注意点。

国際社会に貢献できる人材になるために，何を学び, 身につけていくべきか。
時間を守ること, 服装を整えること，挨拶をすることの大切さについて。
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合格者を決め，残り10％を男女合同の順位で合格者
が決めていました。

　2022年春入試では，将来的な「男女合同定員」へ
の移行を見据え，第一段階として10％の「男女枠緩
和」措置を男女別定員校の全校実施に拡大。第二段
階では「男女緩和」措置を「10％→20％」に拡大，
第三段階では「男女別定員→男女合同定員」とする
計画ですが，導入年度については2022年春入試の結
果分析を踏まえて検討する方針です。

（外国語）

自校作成問題 進学指導重点校７校・進学重視型単位制高校３校で実施 　推薦入試は多くの高校が２日間で行います（新型コロナ対応により2022年春は原則１日で実施）。選抜資料
は「調査書」「集団討論・個人面接」に加え，「小論文または作文」「実技検査」「その他学校が設定する検査」
のうち１つ以上となっています。検査の日程や順番は各校で異なります。

※2022年春は新型コロナ対応により「集団討論」を実施しませんでした。

2022年春は中止。

人工知能の活用とルールについて討論する。

インターネットやSNSを利用する際の注意点。

国際社会に貢献できる人材になるために，何を学び, 身につけていくべきか。
時間を守ること, 服装を整えること，挨拶をすることの大切さについて。
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3.5％
12.4％ 46.7％ 24.6％ 12.8％29.82

１　志望理由について
　まず，各高校のホームページなどで学校
のことをよく調べておきましょう。校風や
学校独自の行事・部活動などを例にあげ
て，各校で公表している「本校の期待する生
徒の姿」を参考にしながら，自分が「なぜこ
の高校に入りたいのか」と関連づけて書いて
いけばよいでしょう。

２　中学校生活の中で得たことについて
　学習に関すること，行事・部活動など材
料はいろいろありますが，全部書こうとす
ると的が絞りきれません。そこで，「小学校
時代と比べて何が変わったか（どのように成
長したか）」を中心にして，具体的なことが
らについて，考え方がどのように変わり，
そこから何を得たかを書いていきましょう。

３　高校卒業後の進路について
　将来の夢をかなえるために具体的に何を
したいか，高校入学後にどんなことをした
いか，将来就きたい職業などについて書
き，その理由もつけ加えましょう。

　内申（評定）は，2002年度の中学の学習指導要領改訂に伴い，2003年春卒業生より相対評価から絶対評価に変
わりました。相対評価での５段階の内申は「５」「１」各７％，「４」「２」各 24％，「３」38％という配分が決まっ
ていました。一方，絶対評価では，指導要領に示されたそれぞれの目標への到達度が５段階で評価され，配
分の制限はありません。
　右の絶対評価のグラフは，2022
年春卒業生の第３学年 12 月末の
９教科平均による各内申の割合を
示したものです。相対評価と比べ
て「５」「４」の割合が大きくなり，
「２」「１」が小さくなっています。
つまり，絶対評価に変わって，内
申が高めについているのです。
　なお，2003年春に高くなって
以降は2022年春まで各内申に大
きな変動は見られません。

（2022 年春用）

2

2023年春からは英語スピーキングテストの結果（A～F評価）
が追記されるようになります。

　第１次募集を実施後，分割後期募集に加え，入学
手続き者数が募集定員に達しなかった高校の第２
次募集が行われます。分割募集は，1998年から実施

されている入試方法で，あらかじめ第１次募集（分
割前期募集）と第２次募集（分割後期募集）の定員
を設けておくことができるシステムです。2022年に
は全日制ののべ21校21学科が分割募集を実施しま
した。

（2022 年春用）

58

052-061_jukenguide-2023_KAT_F1.indd   58052-061_jukenguide-2023_KAT_F1.indd   58 2022/05/17   9:352022/05/17   9:35



3.5％
12.4％ 46.7％ 24.6％ 12.8％29.82

１　志望理由について
　まず，各高校のホームページなどで学校
のことをよく調べておきましょう。校風や
学校独自の行事・部活動などを例にあげ
て，各校で公表している「本校の期待する生
徒の姿」を参考にしながら，自分が「なぜこ
の高校に入りたいのか」と関連づけて書いて
いけばよいでしょう。

２　中学校生活の中で得たことについて
　学習に関すること，行事・部活動など材
料はいろいろありますが，全部書こうとす
ると的が絞りきれません。そこで，「小学校
時代と比べて何が変わったか（どのように成
長したか）」を中心にして，具体的なことが
らについて，考え方がどのように変わり，
そこから何を得たかを書いていきましょう。

３　高校卒業後の進路について
　将来の夢をかなえるために具体的に何を
したいか，高校入学後にどんなことをした
いか，将来就きたい職業などについて書
き，その理由もつけ加えましょう。

　内申（評定）は，2002年度の中学の学習指導要領改訂に伴い，2003年春卒業生より相対評価から絶対評価に変
わりました。相対評価での５段階の内申は「５」「１」各７％，「４」「２」各 24％，「３」38％という配分が決まっ
ていました。一方，絶対評価では，指導要領に示されたそれぞれの目標への到達度が５段階で評価され，配
分の制限はありません。
　右の絶対評価のグラフは，2021
年春卒業生の第３学年 12 月末の
９教科平均による各内申の割合を
示したものです。相対評価と比べ
て「５」「４」の割合が大きくなり，
「２」「１」が小さくなっています。
つまり，絶対評価に変わって，内
申が高めについているのです。
　なお，2003年春に高くなって
以降は2022年春まで各内申に大
きな変動は見られません。

（2022 年春用）

2

2023年春からは英語スピーキングテストの結果（A～F評価）
が追記されるようになります。

　第１次募集を実施後，分割後期募集に加え，入学
手続き者数が募集定員に達しなかった高校の第２
次募集が行われます。分割募集は，1998年から実施

されている入試方法で，あらかじめ第１次募集（分
割前期募集）と第２次募集（分割後期募集）の定員
を設けておくことができるシステムです。2022年に
は全日制ののべ21校21学科が分割募集を実施しま
した。

（2022 年春用）
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　入試制度の多様化が進む一方，難関大学進学を目
指す学校という位置づけで，2001年に日比谷・戸山・
西・八王子東が，2003年には青山・立川・国立が進学
指導重点校に指定され，進学指導を充実させるため
にさまざまな支援を受けています。また，2007年には
進学指導重点校に準じる進学指導特別推進校（国分
寺・小山台・駒場・新宿・町田・国際〔2013年に追加
指定〕）やその次に位置する進学指導推進校が設置さ
れました。さらに2012年から2023年までの10年計画
で，生徒一人ひとりの潜在的な能力を伸ばすため
に，都立高校改革推進計画が進められています。
　学校改革にあわせて，新しいタイプの学校が設置

されるなど「都立高校の特色づくり」も進められて
きました。2000年に墨田川が「進学重視型」単位制
高校として開設され，2002年には国分寺が，2003年
には新宿が同じタイプの単位制に移行しました。ま
た, 2003年に足立東と秋留台，2006年に練馬工業，
2007年に蒲田，2010年に東村山，2018年には中野工業
がエンカレッジスクールに改編されました。
　このほか，少子化による生徒数の減少に伴って高
校の統廃合も進められ，統合後は単位制高校・総合
学科高校などに衣替えしています。新設校の中には
チャレンジスクールなど，昼夜間定時制高校もつく
られています。

～2010年までの

▶推薦で，総合成績に占める調査書点の割合の上限が50％に
▶推薦で，小論文・作文・実技から１つ以上の検査を全高校で実施
▶推薦で，個人面接に加え，原則として集団討論を実施
▶推薦の選抜枠が縮小

アソシエイトG

（～2021年）
・多摩科学技術
（～2021年）

（～2022年）

（～2023年）戸山

（～2026年）日比谷・多摩科学技術

立川

　都立高校では，次のような改革が進められてきました。次の表は，都立高校のおもな学校改革と入試制度改
革について，近年５年間とこれまでの入試制度の改革の歴史をまとめたものです。2016年２月には都立高校改
革推進計画の「新実施計画」が策定され，2019年２月には2022年までの再編校が発表されています。

… 全日制普通科で「学校群制度」を導入
… 全日制普通科で「学校群制度」を廃止し，「グループ合同選抜制度」を導入
… 全日制普通科で「グループ合同選抜制度」を廃止し，「単独選抜制度」を導入
… 普通科に推薦を導入　1998年… 一般に特別選考・男女枠の緩和・分割募集を導入
… 日比谷が自校問題作成に（2001～2010年までにあわせて15校が自校問題作成校に）
… 学区を撤廃　2004年…「文化・スポーツ等特別推薦」を導入

　　　　　　▶単位制普通科の推薦枠の上限を30→20％に縮小
▶自校作成問題の出題をグループ別の共同作成に移行

▶学力検査３～５教科→５教科（全校でマークシート方式を導入）
▶「学力検査：調査書」＝「７：３」「６：４」「５：５」「４：６」

→「７：３」
▶調査書の実技４教科×1.3（または1.2）倍→×２倍
▶特別選考（一般入試定員の10～20％を高校独自の方法で選抜）→廃止

▶学力検査のマークシート方式を20校に導入（小山台・三田・駒場・奥多摩・
北園・小松川など）

▶グループ作成問題実施の進学指導重
点校７校，進学重視型単位制高校３校が自校作
成問題に移行

▶合格発表方法にインターネットを追加
▶出願方法を持参→郵送に（ネット出願を試行）

男女別定員校の全校で男女枠緩和を実
施

文部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール， スーパーグローバルハイスクール

　　　　　医学部等を進学希望
する生徒による「チーム」の結
成　戸山
理数アカデミーの取組み　富士
国際バカロレアの取組み　国際

　　　　　赤羽商業→赤羽北桜…家庭・福祉高校に改編
富士・武蔵…高校外部募集停止

荒川商業→小台橋…チャレンジスクールに改編
立川…創造理数科を新設　両国・大泉…高校外部募集停止
立川国際中等教育学校…小中高一貫教育校に改編

▶英語スピーキングテスト結果を活用
（2023年）
▶男女枠緩和を定員の 10→20％に拡大（年度未定）
▶男女別定員→男女合同定員に移行（年度未定）

白鷗…高校外部募集停止（2023年）
立川地区チャレンジスクール…新設（2025年）
新国際高校（仮称）…港区白金に新設（年度未定）

　　　　　葛西工業・多摩工業…デュアルシステム科を設置
中野工業…エンカレッジスクールに改編

2019年

2020年

平成31年
令和元年

（令和2年）

2023年
令和５年

2022年
令和４年

2021年
令和 3年

五日市…商業科を特色ある普通科に改編

推 進 校
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　入試制度の多様化が進む一方，難関大学進学を目
指す学校という位置づけで，2001年に日比谷・戸山・
西・八王子東が，2003年には青山・立川・国立が進学
指導重点校に指定され，進学指導を充実させるため
にさまざまな支援を受けています。また，2007年には
進学指導重点校に準じる進学指導特別推進校（国分
寺・小山台・駒場・新宿・町田・国際〔2013年に追加
指定〕）やその次に位置する進学指導推進校が設置さ
れました。さらに2012年から2023年までの10年計画
で，生徒一人ひとりの潜在的な能力を伸ばすため
に，都立高校改革推進計画が進められています。
　学校改革にあわせて，新しいタイプの学校が設置

されるなど「都立高校の特色づくり」も進められて
きました。2000年に墨田川が「進学重視型」単位制
高校として開設され，2002年には国分寺が，2003年
には新宿が同じタイプの単位制に移行しました。ま
た, 2003年に足立東と秋留台，2006年に練馬工業，
2007年に蒲田，2010年に東村山，2018年には中野工業
がエンカレッジスクールに改編されました。
　このほか，少子化による生徒数の減少に伴って高
校の統廃合も進められ，統合後は単位制高校・総合
学科高校などに衣替えしています。新設校の中には
チャレンジスクールなど，昼夜間定時制高校もつく
られています。

～2010年までの

▶推薦で，総合成績に占める調査書点の割合の上限が50％に
▶推薦で，小論文・作文・実技から１つ以上の検査を全高校で実施
▶推薦で，個人面接に加え，原則として集団討論を実施
▶推薦の選抜枠が縮小

アソシエイトG

（～2021年）
・多摩科学技術
（～2021年）

（～2022年）

（～2023年）戸山

（～2026年）日比谷・多摩科学技術

立川

　都立高校では，次のような改革が進められてきました。次の表は，都立高校のおもな学校改革と入試制度改
革について，近年５年間とこれまでの入試制度の改革の歴史をまとめたものです。2016年２月には都立高校改
革推進計画の「新実施計画」が策定され，2019年２月には2022年までの再編校が発表されています。

… 全日制普通科で「学校群制度」を導入
… 全日制普通科で「学校群制度」を廃止し，「グループ合同選抜制度」を導入
… 全日制普通科で「グループ合同選抜制度」を廃止し，「単独選抜制度」を導入
… 普通科に推薦を導入　1998年… 一般に特別選考・男女枠の緩和・分割募集を導入
… 日比谷が自校問題作成に（2001～2010年までにあわせて15校が自校問題作成校に）
… 学区を撤廃　2004年…「文化・スポーツ等特別推薦」を導入

　　　　　　▶単位制普通科の推薦枠の上限を30→20％に縮小
▶自校作成問題の出題をグループ別の共同作成に移行

▶学力検査３～５教科→５教科（全校でマークシート方式を導入）
▶「学力検査：調査書」＝「７：３」「６：４」「５：５」「４：６」

→「７：３」
▶調査書の実技４教科×1.3（または1.2）倍→×２倍
▶特別選考（一般入試定員の10～20％を高校独自の方法で選抜）→廃止

▶学力検査のマークシート方式を20校に導入（小山台・三田・駒場・奥多摩・
北園・小松川など）

▶グループ作成問題実施の進学指導重
点校７校，進学重視型単位制高校３校が自校作
成問題に移行

▶合格発表方法にインターネットを追加
▶出願方法を持参→郵送に（ネット出願を試行）

男女別定員校の全校で男女枠緩和を実
施

文部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール， スーパーグローバルハイスクール

　　　　　医学部等を進学希望
する生徒による「チーム」の結
成　戸山
理数アカデミーの取組み　富士
国際バカロレアの取組み　国際

　　　　　赤羽商業→赤羽北桜…家庭・福祉高校に改編
富士・武蔵…高校外部募集停止

荒川商業→小台橋…チャレンジスクールに改編
立川…創造理数科を新設　両国・大泉…高校外部募集停止
立川国際中等教育学校…小中高一貫教育校に改編

▶英語スピーキングテスト結果を活用
（2023年）
▶男女枠緩和を定員の 10→20％に拡大（年度未定）
▶男女別定員→男女合同定員に移行（年度未定）

白鷗…高校外部募集停止（2023年）
立川地区チャレンジスクール…新設（2025年）
新国際高校（仮称）…港区白金に新設（年度未定）

　　　　　葛西工業・多摩工業…デュアルシステム科を設置
中野工業…エンカレッジスクールに改編

2019年

2020年

平成31年
令和元年

（令和2年）

2023年
令和５年

2022年
令和４年

2021年
令和 3年

五日市…商業科を特色ある普通科に改編

推 進 校

難
易
度
早
見
表

主
要
校
一
覧

私
立
学
費
一
覧

部
活
一
覧

公
立
入
試
シ
ス
テ
ム

併
願
作
戦

公
立
入
試
・
私
立
入
試

偏
差
値
と
は

高
校
の
選
び
方

入
試
動
向

都
立
入
試
シ
ス
テ
ム
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